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１． はじめに 

「らくらく産地直販」Premium版／LAN版における「組合せ商品の機能」について説明します。 
 
ぶどう農家では、巨峰、マスカット、ナガノパープル、安芸クイーン、甲斐路など、たくさんの品種を栽培

して、ミックス商品として出荷していますが、お客様から品種を指定されるケースが増えてきました。 

品種が増えると商品コードを分けるにも限界があるため、都度品種を選択できるようにして、ピックアップ

した品種を記録しておいて翌年の販売時に参照したい、品種によって価格をアップしたい、請求書に組合せ

内容を印刷したいという要望が出てきました。 

これに応えるため、品種テーブル（最大３０種）を登録しておいて、注文入力時に品種を選択できるように

しました。また、割増価格を設定することにより、金額を自動計算するようにしました。 

また、配送伝票に組合せ内訳を略号で、請求書には組合せ内訳を印刷するようにしました。 

 

また、りんご農家では、紅玉、秋映、シナノスイート、シナノゴールド、あいかの香、ぐんま名月、サンふ

じなどの品種を栽培して、詰め合わせとして販売していますが、品種のみを指定する（数量は指定しない）

場合にも対応しました。 

 

＜履歴（プログラムのバージョン）＞ 

Rev.A 2013/08/21 リリース（R4.3：商品組合せ機能サポート） 

Rev.A1 2014/10/18 R4.6：配送伝票への略号印刷 

Rev.A2 2015/10/25 R4.7：数量のあり／なしを追加 

Rev.A3 2017/09/01 R4.8：品種の数を１５から３０に拡張、LAN版のリリース（V6.1b） 

 Rev.A4 2019/06/15 R6.6：配送シールの商品名に組合せ略号を追加する／しないの選択、 

  ：注文票/注文明細表に組合せ内容印刷（略号／品種名の選択）  

 

 

２． 初期設定 

２．１  オプション機能 

メンテナンスメニューの［オプション機能］をクリックして、「商品の組合せ・内訳」を設定します。 

 

 

 

「ミックス商品の明細を入れる」にチェックすると、商品入力のときに品種の組合せが可能になります。 

「数は指定しない」にチェックすると品種のみの指定となり、配送伝票、請求書等には①～⑩の数量は印

刷されません。（チェックしないと品種の数が印刷されます） 

「請求・納品書に印刷」にチェックすると、組合せの内訳が印刷されます。 

［設定］ボタンをクリックすると下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 商品点数は「３点」になります。「ミックス商品の明細を入れる」にチェックしないで「請求・

納品書に印刷」にチェックすると、商品点数は５点（LAN版の場合は８点）のままで、商品の説

明（組合せの内訳等）が記録され、請求書等に印刷されます。 
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■ Premium版の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ＬＡＮ版の場合 
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２．２  商品と品種の登録 

メインメニューの［商品・価格］ボタンをクリックして、組合せ商品（ミックス）を登録します。 

［区分］をクリックして、組み合わせる品種を登録します。割増料金がある場合は、金額を入力します。 

ぶどうとりんごで組合せの方法が異なり、ぶどうは房の数を指示し、品種により料金を変える（シャインマ

スカットとナガノパープルは１房７００円増し）場合、りんごは詰合せの品種を指定し（数は指定しない）

料金は変えない場合について説明します。 
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３． 注文入力 

１．１のオプション機能の「ミックス商品の明細を入力する」にチェックを付けた場合、注文入力画面は下記のように、

商品毎に内訳の欄が入り、最大３点までになります。 

３．１  組合せに品種の数量を指定する場合 

商品を組合せ商品（例．ぶどう ミックス ２Ｋｇ）を選択すると、商品マスタに設定された単価が取り込まれます。 

（商品内訳）ボタンをクリックすると、商品の組合せフォームが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぶどうの場合、房の数を指定する 

［品種］ボタンをクリックすると、数量が＋１される 

（数量は１～１０まで可能） 

品種により割増料金が設定できます 

 

品種の房数（①～⑩） 

が表示される 
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［品種］ボタンは、２．２で登録された品種名になり、設定された割増料金が右側に表示されます。 

該当する品種のボタンをクリックすると、数量が「＋１」され、右側の［リセット］ボタンをクリックすると数量が０にクリアさ

れます。 

上の例は、巨峰、ナガノパープル、ピオーネ、シャインマスカットを１個ずつ選択した場合で、自動的に 

割増料金＝「￥２０００」が算出されます。 

［設定］ボタンをクリックすると、下記のようなメッセージが表示されます。 

［はい］をクリックすると、注文入力画面の内訳欄に組合せの内容が表示され、単価に割増料金が加算され、金額が

自動的に計算されます。 

種類欄に商品１の組合せ内容が略号で表示されます。 
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３．２  組合せる品種のみを指定する場合 

りんごの場合、品種のみを指定するため、オプション機能の設定（２．１項）で、組合せの「数は指定しな

い」にチェックをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りんごの場合、品種のみ指定する 

［品種］ボタンをクリックすると有（１）になる 

［リセット］ボタンをクリックすると無（０）になる 

品種による割増料金はなし 

 

組合せる品種が表示される 
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［品種］ボタンは、２．２で登録された品種名になります。 

該当する品種のボタンをクリックすると有（１）になり、右側の［リセット］ボタンをクリックすると無（０）になります。 

上の例は「秋映、シナノスイート、シナノゴールド」の組合せになります。 

組合せの割合が同じでない場合は、配送伝票に割合（シナノゴールド半分等）を朱書きするとミスがない。 

［設定］ボタンをクリックすると、下記のようなメッセージが表示されます。 

［はい］をクリックすると、注文入力画面の内訳欄に組合せの内容が表示され、種類欄に商品１の組合せ内容が略号

で表示されます。 
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４． 配送伝票 

配送伝票（配送シール）に組合せ内容を略号で印刷することができます。 

４．１  複写伝票 

組合せ商品用に設計された外部配送伝票を使用することで、組合せの内訳を略号で印刷することができます。 

オプションで「数は指定しない」にチェックしないと、下記のように品種の数量（①～⑩）が印刷されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションで「数は指定しない」にチェックすると、下記のように品種の数量（①～⑩）は印刷されません。 

（組合せの種類のみを指定する場合） 
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配送伝票外部ファイル設計マニュアル 

 

 

 

４．２  他システム連携の場合 

「ヤマトＢ２システム、ゆうパックプリントＲ」に渡すＣＳＶファイルの商品名に組合せ内容を追加する

ことができます。 

「配送伝票の設定」で、「」 

 

■ ヤマトＢ２の場合 

品名１と品名２欄の商品名の後ろに()で囲んで、組合せ商品の略号と数量が設定されます。 

オプション指定で「数量を印刷しない」に設定すると、数量（①～⑩）は印刷されません。 

→ 取扱説明書（ヤマトＢ２システム連携）を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ゆうパックプリントＲの場合 

品名（明細）欄の商品名の後ろに()で囲んで、組合せ商品の略号と数量が設定されます。 

オプション指定で「数量を印刷しない」に設定すると、数量（①～⑩）は印刷されません。 

 

商品２の情報は商品備考０２（明細）欄に、商品３の情報は商品備考０３（明細）欄に設定されます。 

配送シートに印刷する場合は、ゆうパックプリントＲ側で印刷レイアウトを設計してください。 

→ 取扱説明書（ゆうパックプリントＲ連携）を参照してください。 
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５． 請求書・納品書 

１．１のオプション機能のところで、「請求・納品書に印刷」にチェックを入れると、下記のように、請求

書および納品書の明細欄に、組合せ商品の内訳および商品の説明が印刷されます。 

 

５．１  請求書（組合せ商品の内訳入り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 商品欄の書式を「縮小して表示する」にすると組合せ内容が小さくなりますので、 

元の請求書ファイルの書式を「縮小して表示しない」に設定してください。 
 

オプションで「数は指定しない」にチェックすると、下記のように品種の数量（①～⑩）は印刷されません。 
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５．２  領収・納品書（商品説明入り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《注意》 商品欄の書式を「縮小して表示する」にすると商品説明が小さくなりますので、 

元の請求書ファイルの書式を「縮小して表示しない」に設定してください。 
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５．３  注文票／注文明細表 

顧客毎の注文票、顧客単位にグループ化された注文明細書に組合せ内容を入れることができます。 

組合せ内容は「略称／品種名」が選択できます。 

（→ 取扱説明書（基本編）の１２．１５、１３．６参照） 

 

■ 略号で印刷した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 品種名で印刷した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略号 

品種名 


